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多くの宇宙論的N体シミュレーションは,ダークマターハローが主に 2つの特徴をもつこ
とを予言している. (i) 中心付近は cuspであること;そして (ii) 多くの初期条件で普遍的な
密度分布 (Universal profile)になること. 代表例として Navarro , Frenk & White (NFW)
は,ダークマターハローは内側では ρ ∝ r−1に,外側では ρ ∝ r−3 になるような Universal
profileになることを示した. しかしながら,その起源については現在もまだ十分に明らか
になっていない.
本研究では,そのUniversal profileの起源についてできるだけシンプルなモデルによる理

解を目指す. 先行研究として,Fillmore & Goldreichは球対称重力ポテンシャル中で DM粒
子の運動が動径方向のみの場合の中心付近の密度分布を解析的に求めたが, Universal profile
を説明するモデルにはなりえなかった. この結果から,非動径方向の運動がUniversal profile
の起源に関係していると考え, 我々は重力を四重極成分まで含め,かつ非動径方向の運動も
考慮に入れた準球対称モデルを構築した. このモデルを用いてシミュレーションを行った
結果, ハロー形成後の中心付近の密度分布は, 初期密度分布が ρi ∝ r−0.6 よりも緩やかな
場合, Universal profileに非常に近い結果を得ることができた. さらに中心付近では,速度
がほぼ等方化されていることを確認した. 以上の結果から, 重力を四重極成分までしか含
めないというシンプルなモデルでも, Universal profileの場合と近い結果を得られること
が確認された.


